

































　『製鉄文化』が創刊されたのは 1949（昭和 24）年 4 月である。それ以降、50 年
代から 60 年代にかけて年間ほぼ 6 回のペース（つまり隔月）で刊行され、70 年代
に入るとそれがほぼ 3 回となり、80 年代以降は年間 2 回（1 回の年もある）に縮
小しながら、少なくとも 2002（平成 14）年 3 月までの時点で 179 号まで発行され
たことが確認できる。




































































































































































































　しかしながら、こうした体制にもやがて限界が訪れる。1944（昭和 19）年 6 月
と 8 月、初の本格的な空襲により八幡製鉄所は大きな被害を受けた。さらに翌 45（昭



























































　1946（昭和 21）年 1 月、日鉄労働組合に続き職員層を中心とした八幡製鉄職員
組合が結成された（50 年史編纂委員会 1995：45）。このことを促した主な要因は、
前年 11 月に実施された 2,100 名に及ぶ人員整理であったが、一部には戦前からの
労使関係の系譜を引き継ぐ親和会そのものへの反発もあったとされる6)。同じ頃、
日鉄に属する輪西製鉄所や広畑製鉄所さらには日鉄本社にも労働組合が設立された







































22）年以降、仮協定のまま労務委員会と経営協議会が設置された ( 森 2003：249-50）7)。
　一方、1945（昭和 20）年 11 月に設立された親和会は、その役割をいったん終え
たことで翌年 6 月に改組となる。新たな会則では「会員の教養本位の向上全の他
共同の福祉の増進を図り以て会員相互間に於ける親睦融和








た。内訳は会長から指名された 9 名の職員、3 名の専門部会主査、そして八幡製鉄


























4 4 4 4 4 4 4 4 4
ものをあたかも対等であるかのように見せようとする一種のイデオロギーである
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八幡製鉄所親和会教養部、1949、『製鉄文化』創刊号（4 月 20 日）。
